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 域においてもよく実験結果と一致する。
 格子振動領域以上の長波長では1000μまで認知しうろ吸収線はない。この領域で測定した反射率
 は第2式でえられた値と極めてよい一致を示した。さらに誘電率を測定してみたところ9.56となり,
 これは第2式においてレ需0とした場合のn2-k2の値9.55とよい一致を示している。
 第5章近赤外領域におけ'る結合格子振動スペクトル
 第3章に述べた光学常数の測定の際,近赤外領域で吸収が急激に増加する位置に微細構造の存在
 するように見受けられたので,これをさらにくわしく調べるため厚さ。,13襯の薄い試料を作り,そ
 の吸収スペクトルを測定した。その結果,吸収端は1280cm-1に位置し,1068,1G47,1013,
 990,954,936,890,870,830,800,749cm-1に11個の吸収のあることが認められた。
 これら11個の吸収線の振動数はすべて534,524,477,468,414,400,350cm-1の2告あるいは
 それら二つの和として与えられ,したがってこれらの振動数をもつフー.ノンが二つ結合したものと
 考えられる。これらのフォノンの振動数は第1表に示す固有振動の振動数と一致していない。これ
 は,残留線が帯域中心での横型光学フォノンの振動数を示すのに対し,結合の場合には帯域端の振
 動数を示すことによるものと理解することができる。しかし光学測定からはフォノン分散曲線を与
 えることはできないo
 Bixbylむe型構造は空間群の記号によればTh7となる8)Tiszalo)は種々の構造に対する基準振動
 の数を知る方法を与えているが,この方法によると,この種の構造に対しては帯域の中心で三重に
 縮退した18個の光学活性基準振動が存在しうることになる。遠赤外領域で測定された吸収線はこれ
 らに相当するものと考えられる。しかし,これらの線についてフォノン分散曲線を求めることは複
 雑な計算を必要とし,更に酸化イ。トリウム結晶の弾性常数が全然知られていない現在,極めて困
 難である。この種の計算は将来の重要な研究課題であろう。
 第6章結論
 以上,太陽炉によって純粋な酸化イ。トリウムの結晶を作り,紫外から遠赤外にわたる光学常数
 を測定し,これら全領域にわたって通用しうる分散式を決定するとともに,その吸収機構に関して
 '考察を行なった。
 これらの結果は,酸化イットリウムの光学的性質を示すのみならず,Sc203,Gd203,Dy203
 など同じBixhゴ七e型構造を有する結晶に対してもある程度適用しうるものであり,今後これらの物
 輯葬均整ヒ質を分移ヒするうえに役立つもσ)と考えらオしる。
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 論文審査結果の要旨
 二腎裕の論文は,酸化イ.トリウム(Y2α)の純粋な結晶を作り,その光学的性質を研究した
 もので,論文の内容は太陽炉による酸化イ.トリウム結晶の製造,紫外,可視,近赤外領域におけ
 る光学常数,遠赤外領域における格子振動と光学常数,近赤外領域における結合格子振動スペクト
 ルが主体となっている。
 酸化イノトリウムは融点(2410。C)か高く溶融が困難であるが,著者は太陽炉を用いて粉末試
 料を表面から溶融して結晶を作り,これが,炎融法に見られるような水素の混入がなく,極めて純
 粋な結晶であることを確認した。
 これらの結晶は紫外,可視,近赤外領域において透明であって,著者はその屈折率をO.2μから,
 15μにわたって3種の方法を用いて測定しているが,そのうち干渉を用いる方法は新しく考案され
 たものである。測定結果から,分散は,電荷移動にともなう借間遷移によるものと見られる極短紫
 外部の吸収と格子振動による遠赤外部の吸収によって支配されていることが明かにされた。また吸
 収係数の測定とその結果に対する論議もなされている0
 15μから1000μにわたる遠赤外領域では,溶融結晶の反射率の測定から数本の残留線が見出され,
 同じ結晶構造を有する微結晶粉末をポリエチレンに混入した試料の透過率の測定と組合せて光学常
 数が求められ,また格子振動の常数が決定された。これらの結果と紫外および可視部でえられた結
 果とから,紫外から遠赤外にわたる全領域て通用する分散式が導き出された。
 さらに,近赤外部の吸収端に存在する多くの弱い吸収線について精密な測定がなされ,これらが
 2フォノン過程による結合格子振動スペクトルであることを明かにした。
 さて,酸化イットリウムは等軸晶系のBixbyite型構造を有し,酸化スカンジウム,稀土類イソト
 リア族の酸化物などかな,り多数のものがこの構造を持っている。これはいずれも融点が極めて高く
 溶融して大きな結晶を作る乙とが困難で,そのため光学的性質についてはほとんど調べられていな
 い。このような現状から見て,今回太陽炉によって酸化イ。トリウムの純粋な結晶が作られ,その
 光学常数が紫外から遠赤外の全領域にわたって与えられたことは大きな意義があり,その結果は同
 じ構造を有する多くの結晶についても或程度適用しうるもので,今後これらの物理的性質を研究す
 るヒに役立つものと考えられる。よって,二唐裕提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認
 める。
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